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　令和４年第２回（３月）定例会は、去る３月７日から３月 28 日まで 22 日間の会期で開かれました。
　今回の定例会では、中山義隆市長の施政方針演説が行われ、令和４年度の市政運営の方針が示された
ほか、「石垣市道路構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正する条例」等の条例案 15 件、「令和
３年度石垣市一般会計補正予算（第 10 号）」等の補正予算案８件、「令和４年度石垣市一般会計予算」
等の当初予算議案８件、その他議案 12 件の計 43 の案件が市長より提出され、「令和４年度石垣市一般
会計予算」については修正可決、その他の議案については原案とおり可決、同意、承認、及び報告され
ました。
 　なお、本会議の議決にあたり、総務財政委員会には、「令和４年度一般会計予算」等９件の議案が付託。
経済民生委員会には「令和４年度介護保険事業特別会計予算」等 14 件の議案を付託。建設土木委員会に
は「令和４年度石垣市港湾事業特別会計予算」等 12 件の議案が付託され慎重審査の結果、それぞれ修正
可決及び可決すべきものと決定されました。
　議員提出議案については、ロシアによるウクライナへの一方的な軍事侵攻に対する抗議と平和的手段
による解決を求める決議等の５件の意見等が提出され、それぞれ可決されました。
　３月 22 日から３月 25 日の４日間の日程で行われた一般質問では 18 人の議員が本市の諸課題につい
て質すなど活発な議論が交わされました。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
総
務
財

政
委
員
会
（
米
盛
初
恵
委
員
長
）

に
「
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
」
な
ど
９
件
の
議
案
が
付
託

さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
「
令

和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
」
を

除
く
、
８
議
案
に
つ
い
て
は
、

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
も
委

員
長
報
告
の
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
、
３

６
０
万
円
減
額
の
総
額
総
額
３

２
７
億
５
２
４
０
万
円
で
修
正

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
歳
出
の
内
訳
と
し

て
は
、
総
務
費
で
民
放
ラ
ジ
オ

中
継
局
移
転
整
備
に
係
る
「
八

重
山
地
区
ラ
ジ
オ
中
継
局
強
靭

化
事
業
」
４
億
７
０
８
５
万
７

千
円
等
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、

国
営
土
地
改
良
事
業
推
進
に
伴

う
各
地
区
の
「
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
」
に
７
億
９
２
万
５

千
円
、
中
型
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
及

び
野
菜
温
室
ハ
ウ
ス
整
備
に
係

る
「
特
定
地
域
経
営
支
援
対
策

事
業
補
助
金
」
に
１
億
２
８
３

修
正
可
決

１
万
３
千
円
等
、
教
育
費
で
は
、

新
博
物
館
建
設
に
向
け
て
「
新

石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
建
設

に
係
る
基
本
計
画
策
定
事
業
」

に
２
４
８
６
万
円
、「
石
垣
小
学

校
校
舎
新
増
改
築
事
業
」
及
び

「
小
学
校
教
室
増
築
事
業
（
平
真

小
・
登
野
城
小
」
５
億
３
５
７

万
３
千
円
等
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
経
済
対
策
事
業
費
と

し
て
、
本
市
独
自
の
「
農
林
水

産
物
消
費
拡
大
の
た
め
の
学
校

給
食
活
用
事
業
」
に
３
８
６
万

１
千
円
、「
観
光
誘
客
事
業
」
に

２
９
３
万
円
等
が
計
上
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、、
経
済
民
生
委
員
会

（
東
内
原
と
も
子
委
員
長
）
及
び

建
設
土
木
委
員
会
（
我
喜
屋
隆

次
委
員
長
）
に
お
い
て
も
そ
れ

ぞ
れ
所
管
の
予
算
案
等
が
付
託

さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
本

会
議
に
お
い
て
委
員
長
報
告
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

石
垣
市
一
般
会
計
予
算

石
垣
市
一
般
会
計
予
算

令和４年度石垣市一般会計予算可決令和４年度石垣市一般会計予算可決

石
垣
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙

石
垣
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙

石
垣
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙

　

２
月
の
石
垣
市
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
晴
れ
て
当
選
し
た
、

大
道
夏
代
氏
、
伊
良
部
和
摩
氏

へ
の
当
選
証
書
付
与
式
が
３
月

２
日
行
わ
れ
そ
の
後
、
議
会
事

務
局
応
接
室
に
て
平
良
議
長
よ

り
議
員
バ
ッ
チ
を
受
取
り
ま
し

た
。　

 

　

今
定
例
会
の
本
会
議
に
お
い

て
、
新
し
い
教
育
委
員
会
教
育

長
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

 
 

● 

﨑
山　

晃　

氏

　
　
　 教

育
委
員
会

　
　
教
育
長
の

　
　
　
任
命
を
同
意

教
育
委
員
会

　
　
教
育
長
の

　
　
　
任
命
を
同
意

平良秀之議長と両議員
　　（応接室にて）

３月定例会
令和４年
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提
出
者　

石
垣　

達
也

提
出
者　

友
寄　

永
三

提
出
者　

大
道　

夏
代

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
一
方
的
な
軍

事
侵
攻
に
対
す
る
抗
議

と
平
和
的
手
段
に
よ
る

解
決
を
求
め
る
決
議

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
一
方
的
な
軍

事
侵
攻
に
対
す
る
抗
議

と
平
和
的
手
段
に
よ
る

解
決
を
求
め
る
決
議

　

第
２
回
定
例
会
で
可
決
さ
れ

た
意
見
書
等
の
要
旨
と
議
決

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
可
決
さ
れ
た
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨

の
実
現
へ
向
け
た
速
や
か
な

対
応
を
求
め
る
た
め
、
関
係

省
庁
へ
直
訴
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

要
旨　

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
一
方
的
な
軍
事
侵
攻
が
２

月
24
日
に
開
始
さ
れ
た
。

　

国
際
社
会
で
も
懸
念
が
広
が

る
中
、
安
保
理
の
要
請
に
よ
る

40
年
ぶ
り
と
な
る
国
連
総
会
の

「
緊
急
特
別
会
合
」
が
開
か
れ
、

「
ロ
シ
ア
非
難
決
議
」
に
１
４
１

カ
国
が
賛
成
し
国
際
社
会
の
大

多
数
の
意
思
が
は
っ
き
り
と
示

さ
れ
た
。

　

こ
れ
以
上
の
惨
禍
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
国
連
を
中
心
に
関
係

諸
国
が
一
致
し
て
外
交
努
力
を

尽
く
し
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

　

と
り
わ
け
、
緊
張
が
高
ま
る

中
で
、
核
戦
力
を
念
頭
に
抑
止

力
を
特
別
警
戒
態
勢
に
引
き
上

げ
た
行
為
は
核
兵
器
に
よ
る
威

嚇
で
あ
り
、
こ
の
事
態
を
到
底

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

核
戦
力
を
背
景
に
し
た
武

力
行
使
は
「
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
そ
し
て
「
核
廃
絶
平
和
都

市
」
を
宣
言
し
て
い
る
石
垣
市

と
し
て
到
底
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。

　

よ
っ
て
石
垣
市
議
会
は
ロ
シ

ア
に
対
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
一

方
的
な
軍
事
侵
攻
に
強
く
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

対
話
し
、
一
刻
も
早
い
停
戦
と

即
時
撤
退
、
平
和
的
手
段
に
よ

る
解
決
を
求
め
る
。

〇
提
出
先

　

ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領

　

駐
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

G
IG
A

ス
ク
ー
ル
に

係
わ
る
「
高
校
生
１
人

１
台
端
末
購
入
」　
に

関
す
る
意
見
書

G
IG
A

ス
ク
ー
ル
に

係
わ
る
「
高
校
生
１
人

１
台
端
末
購
入
」　
に

関
す
る
意
見
書

要
旨

　

２
０
２
２
年
度
４
月
か
ら
は
、

高
校
生
に
お
い
て
学
習
指
導
要

領
が
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
自
分
専

用
の
端
末
で
学
ん
で
き
た
中
学

３
年
生
が
高
等
学
校
へ
進
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、

情
報
活
用
能
力
を
学
習
の
基
盤

と
な
る
資
質
、
能
力
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

共
通
必
履
修
科
目
「
情
報

I

」

に
お
い
て
も
、
全
て
の
生
徒
が

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
に
つ
い
て

学
習
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
文
部

科
学
省
は
高
等
学
校
段
階
に
お

い
て
も
１
人
１
台
端
末
の
早
急

な
整
備
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
は
「
１
人
１
台
」

の
端
末
を
国
費
で
配
備
し
て

「G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
進

め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
高
校

で
は
各
都
道
府
県
に
整
備
が
求

道
路
交
通
法
、
路
上
寝

込
み
に
関
す
る
法
律
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書

道
路
交
通
法
、
路
上
寝

込
み
に
関
す
る
法
律
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書

要
旨

　

道
路
交
通
法
は
「
道
路
に

お
け
る
危
険
を
防
止
し
、
そ

の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を

図
り
、
及
び
道
路
の
交
通
に

起
因
す
る
障
害
の
防
止
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
」
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

同
法
第
76
条
４
項
２
号
は

「
道
路
に
お
い
て
、
交
通
の
妨

害
と
な
る
よ
う
な
方
法
で
寝

そ
べ
り
、
座
り
、
し
ゃ
が
み
、

又
は
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
事
」

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
最
大

罰
金
５
万
円
の
罪
で
す
。
し

か
し
沖
縄
県
で
は
一
度
も
適

用
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
理
由
が
、
「
交
通
の
妨

害
と
な
る
よ
う
な
方
法
」
に

道
路
沿
い
の
建
物
を
背
も
た

れ
に
し
て
寝
た
り
、
道
路
の

隅
で
寝
て
い
る
場
合
は
、
交

通
の
妨
害
に
な
っ
て
い
る
か

判
断
が
必
要
に
な
る
こ
と
、

さ
ら
に
全
て
の
原
則
と
し
て

「
故
意
」
で
あ
っ
た
と
い
う
証

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

義
務
教
育
段
階
で
学
ん
だ
児

童
生
徒
が
高
等
学
校
に
進
学
し

て
も
切
れ
目
な
く
同
様
の
環
境

で
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。
住

ん
で
い
る
場
所
や
保
護
者
の
経

済
状
況
で
教
育
に
差
が
生
じ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
当
市
議
会
は
沖
縄
県

に
対
し
「
高
校
生
１
人
１
台
の

端
末
購
入
」
は
公
費
負
担
と
し

て
、
生
徒
へ
貸
与
す
る
こ
と
を

要
望
い
た
し
ま
す
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

〇
提
出
先

　

沖
縄
県
知
事
、
沖
縄
県
議
会
議

　

長
、
沖
縄
県
教
育
長
、
地
元
選

　

出
県
議
会
議
員

半嶺満県教育長に公費負担での高校生１人
1台端末を要請する石垣市議団



明
が
必
要
な
た
め
、
本
人
が
そ

の
寝
方
が
交
通
の
妨
害
と
な
る

こ
と
を
認
識
し
た
上
で
寝
た
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の

場
合
当
て
は
ま
ら
な
く
、
自
宅

だ
と
勘
違
い
し
て
寝
た
場
合
な

ど
は
、
罪
に
問
え
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

石
垣
市
で
路
上
寝
込
み
防
止

宣
言
や
路
上
寝
防
止
対
策
及
び

適
正
飲
酒
に
関
す
る
要
請
決
議

等
が
、
平
成
17
年
、
平
成
26
年
、

平
成
30
年
と
３
回
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
状
況
は
全
く
変

わ
っ
て
お
ら
ず
警
察
官
を
含
め

多
く
の
関
係
者
が
罰
則
の
つ
い

た
条
例
が
必
要
だ
と
い
う
意
見

が
出
て
い
ま
す
が
、
条
例
で
は

罰
則
を
設
け
る
こ
と
が
難
し

く
、
罰
則
の
な
い
条
例
で
さ
え
、

他
自
治
体
は
制
定
が
難
し
い
と

い
う
事
で
、
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
路
上
に
寝
る
行

為
そ
の
も
の
に
対
し
て
罰
則
を

科
せ
る
よ
う
に
す
る
抜
本
的
な

法
律
の
改
正
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣

　

警
察
庁
長
官
、

　

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

新
石
垣
空
港（
南
ぬ
島

石
垣
空
港
）駐
車
場
へ

の
無
料
駐
車
時
間
設
定

に
関
す
る
意
見
書

新
石
垣
空
港（
南
ぬ
島

石
垣
空
港
）駐
車
場
へ

の
無
料
駐
車
時
間
設
定

に
関
す
る
意
見
書

提
出
者　

長
山　

家
康

　

要
旨

　

県
内
各
空
港
に
は
駐
車
場
が

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
有
料
と

な
っ
て
い
る
駐
車
場
は
那
覇
空

港
、
宮
古
空
港
、
新
石
垣
空
港

の
み
で
あ
る
。

　

那
覇
空
港
で
は
、
駐
車
場
入

庫
後
30
分
以
内
の
出
庫
は
無
料

と
す
る
無
料
時
間
を
設
定
し
て

お
り
、
空
港
利
用
者
の
送
迎
等

の
一
時
利
用
の
負
担
軽
減
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
沖
縄
県
内

に
お
い
て
、
空
港
の
中
心
的
な

利
用
者
で
あ
る
、
地
元
住
民
の

宮
古
島
市
民
・
石
垣
市
民
は
他

の
地
域
の
沖
縄
県
民
と
比
べ
て

過
度
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
新
石
垣
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
の
混
雑
を

引
き
起
こ
す
一
因
と
も
な
っ
て

お
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
の

道
路
は
降
車
専
用
と
な
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
駐
車
場

が
有
料
で
あ
る
た
め
、
負
担
を

抑
え
る
た
め
に
当
該
道
路
で
送

迎
の
乗
車
が
行
わ
れ
て
お
り
二

重
駐
停
車
が
発
生
す
る
な
ど
し
、

交
通
事
故
の
危
険
性
が
常
に
あ

る
状
況
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
当
市
議
会
は
、
県
内

に
お
い
て
石
垣
市
民
へ
の
不
公

平
の
解
消
と
利
便
性
向
上
及
び

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
道
路
の
安

全
性
確
保
の
た
め
に
も
、
那
覇

空
港
同
様
に
新
石
垣
空
港
駐
車

場
利
用
の
無
料
時
間
の
速
や
か

な
設
定
を
強
く
求
め
る
。

〇
提
出
先

　

沖
縄
県
知
事
、
沖
縄
県
議
会
議

　

長
、
地
元
選
出
県
議
会
議
員

石
垣
港
へ
のC

IQ

タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
整
備
の
予
算
措

置
を
求
め
る
意
見
書

石
垣
港
へ
のC

IQ

タ
ー
ミ

ナ
ル
施
設
整
備
の
予
算
措

置
を
求
め
る
意
見
書

要
旨

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和
元
年

港
湾
法
の
重
要
港
湾
に
指
定
さ

れ
て
い
る
石
垣
港
へ
の
ク
ル
ー

ズ
船
寄
港
回
数
は
全
国
５
位
、

過
去
最
高
と
な
る
１
４
８
回
を

記
録
し
、
入
域
者
数
は
36
万
５

８
３
人
、
観
光
消
費
額
は
約
79

億
円
に
上
り
、
国
際
観
光
都
市

を
標
榜
す
る
本
市
に
お
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
の
ク
ル
ー

ズ
船
観
光
の
重
要
性
は
増
し
て

い
ま
す
。

　

石
垣
港
へ
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
は
主
に
、
新
港
地
区
の
岸

壁
に
着
岸
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

新
港
地
区
の
ク
ル
ー
ズ
船
バ
ー

ス
前
に
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の

上
屋
が
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
お
客
様
の

C
I
Q

（
税
関
・
出

入
国
管
理
・
検
疫
）
手
続
き
を

行
う
際
に
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
内

で
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
が
日

本
で
は
じ
め
て
受
け
る
「
お
も

て
な
し
」
の
観
点
か
ら
も
受
入

体
制
充
実
の
た
め
に
、
以
前
よ

り

C
I
Q

タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
は
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
を
活
用
し
、
同
施
設
の

整
備
に
向
け
、
沖
縄
県
と
の
調

整
の
上
、
事
業
費
を
令
和
４
年

度
当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
政
府

予
算
に
お
い
て
、
同
交
付
金
が

大
幅
に
減
額
さ
れ
た
あ
お
り
を

う
け
、
利
用
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
、
予
算
確
保
の
目
処
が
た

た
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
そ
の
他
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
な
く
、
事
業

規
模
10
億
円
を
越
す
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
財
源
に
乏
し
い
本

市
に
お
い
て
単
独
事
業
で
の
予

算
確
保
は
限
界
が
あ
り
、
現
実

的
で
は
な
い
た
め
、
同
施
設
整

提
出
者　

長
山　

家
康

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

6

赤嶺昇県議会議長に要請する石垣市議団

CIQ 施設整備予定地（写真右、南ぬ浜町）



令
和
４
年

　

第
１
回 

臨
時
会

令
和
４
年

　

第
１
回 

臨
時
会

　

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
が
、

去
る
１
月
28
日
開
か
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
に
係
る
事
業
等

に
係
る
事
業
の
経
費
等
を
追
加

計
上
す
る
令
和
３
年
度
石
垣
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

要
旨

　

離
島
に
お
い
て
は
、
昭
和

28
年
に
離
島
振
興
法
が
制
定

さ
れ
て
以
来
、
離
島
振
興
政

策
が
推
進
さ
れ
、 

生
活
条
件

の
改
善
、
産
業
基
盤
の
整
備

等
を
中
心
と
す
る
社
会
資
本

の
形
成
が
大
き
く
進
展
し
た
。

離
島
振
興
法
の

     
改
正
・
延
長
を

         

求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　

離
島
振
興
法
の

     
改
正
・
延
長
を

         

求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　

提
出
者　

仲
間　

均

〇
提
出
先　

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

　

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通

　

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

　

離
島
は
、
我
が
国
の
領
域
、

排
他
的
経
済
水
域
等
の
保
全
、

海
洋
資
源
の
利
用
、
多
様
な

文
化
の
継
承
、
自
然
環
境
の

保
全
と
あ
わ
せ
て
、
自
然
と

の
触
れ
合
い
の
場
及
び
機
会

の
提
供
、
食
料
の
安
定
的
な

供
給
等
、
我
が
国
及
び
国
民

の
利
益
の
保
護
及
び
増
進
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
離
島
に

お
い
て
は
、
厳
し
い
自
然
的
・

社
会
的
条
件
の
下
、
人
の
往

来
、
生
活
に
必
要
な
物
資
等

の
輸
送
に
要
す
る
費
用
が
他

の
地
域
に
比
較
し
て
多
額
で

あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
医
療
提

供
体
制
や
産
業
基
盤
、
生
活

環
境
等
が
脆
弱
と
い
っ
た
本

土
と
の
地
域
格
差
は
、
引
き

続
き
対
応
す
べ
き
課
題
で
あ

る
。
ま
た
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、

基
幹
産
業
で
あ
る
一
次
産
業

の
停
滞
な
ど
、
離
島
を
め
ぐ

る
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

く
、
一
層
強
力
に
離
島
振
興

政
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

現
行
の
離
島
振
興
法
が
令
和

４
年
度
末
を
も
っ
て
失
効
す

る
こ
と
か
ら
、
抜
本
改
正
の

上
、
恒
久
法
化
も
視
野
に
入

意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て

○
意
見
書
・
決
議
等
の
詳
細
は
、

石
垣
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
掲
載
し
て
ま
す
。

・
石
垣
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

↓

・
組
織
か
ら
探
す

　
　
　

↓

・
議
会
事
務
局

　
　
　

↓

・
意
見
書
・
決
議

【石垣市議会ＨＰ】

れ
て
延
長
さ
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
す
る
。

　

本
会
議
の
様
子
は
、
ど
な

た
で
も
見
た
り
、
聞
い
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

会
議
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
市
役
所
３
階
に
あ
る

議
会
事
務
局
に
て
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、

傍
聴
券
を
受
け
取
り
入
場
し

て
く
だ
さ
い
。

　

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

〇
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

法
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
財

務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
沖
縄

及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

7

備
の
見
通
し
が
た
た
ず
、
同
計

画
の
頓
挫
の
可
能
性
が
で
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
石
垣
港

港
湾
計
画
の
各
事
業
の
多
く
は

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
も

と
よ
り
水
際
管
理
業
務
で
あ

る
、C

I
Q

に
つ
い
て
は
法
務
省
、

財
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林

水
産
省
な
ど
、
所
管
が
各
省
庁

に
ま
た
が
る
も
の
で
、
国
が
主

体
と
な
り
責
任
を
も
っ
て
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
人
員
配
置
を
担

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
、
今
年
と

石
垣
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

予
約
数
は
年
に
１
５
０
回
以
上

の
件
数
が
あ
り
、
ク
ル
ー
ズ
船

需
要
は
今
後
も
旺
盛
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
現
在
、
全
国
各
地
の

港
湾
で
は
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
誘

致
へ
の
取
組
が
活
発
化
し
て
お

り
、
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に

も
、C

I
Q

機
能
の
強
化
を
含
め

た
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
等
の
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
は
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
政
府

に
お
い
て
は
、C

I
Q

業
務
の
目

的
、
役
割
を
鑑
み
、
石
垣
港
へ

の

C
I
Q

機
能
を
備
え
た
タ
ー
ミ

ナ
ル
整
備
へ
の
予
算
措
置
を
強

く
求
め
ま
す
。

西銘沖縄及び北方対策担当大臣に
要請する石垣市議団



新型コロナウイルス感染症対策のため、アクリルパー
テーション設置

令和4年 第１回臨時会・第２回定例会 本会議・常任委員会出席状況

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

石
垣
市
議
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
検
温
マ
ス
ク
の
着
用
、

消
毒
液
に
よ
る
手
指
消
毒
、
本

会
議
場
等
の
換
気
の
徹
底
、
発

言
機
会
の
多
い
本
会
議
場
の
「
議

長
席
」
、
「
演
壇
」
等
に
は
ア
ク

リ
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

す
る
な
ど
感
染
予
防
に
取
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
を
傍
聴
す
る

方
に
も
検
温
、
手
指
消
毒
マ
ス

ク
の
着
用
等
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。


